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【木地の学習№31】第2回目は寛政七(1795)年であるが、氏子狩帳が残されていないので氏子狩をしたものか
どうかは分からないが、次の文書によって金龍寺の住僧興宗が来たことは確かである。①「此度木地挽
住居之山々巡行ニ付分明ニ相知候間…」②寛政七年の「宗旨請印證」を七点ほど確認している。今までの
氏子狩帳には木地小屋巡回の漏れがあったが、この寛政七年の文書の木地小屋巡行は、ほぼすべての木
地小屋を回って宗旨請印證を発行している。次回の寛政十二(1800)年の君ヶ畑氏子狩帳二九号簿冊に
は、寛政七年の木地小屋をなぞるようにして巡回しているのが分かる。もれなく巡回するようになるこ
の時期が、根元地が会津木地小屋に対して確固とした支配権を有した時であるとみなしてもよいのでは
なかろうか。享和三(1803)年も金龍時による回国と思われるが、この年の「宗旨請印證」は見つかって
いない。しかし、「是迠茂寛政七卯年、享和三亥年近頃者文政十亥年」に会津に来て、人別改めを済ませ
たという文書がある。文政十(1827)年には、蛭谷と君ヶ畑が共に会津での氏子狩をしている。（会津地方歴史
民俗資料館「木地語り」より)〈つづく〉） 
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(ストーリー性のある村づくりのために[№2］・紅梅御前宮)王は個の途中、奈良路より近江信楽→東海道→甲斐→信濃、そして上
州沼田を経て会津に入られたが、檜枝岐から奥会津を通り、七月十六日山本村にお着きになり戸右衛門
宅にお泊りになった。そして翌十七日、里人らの案内で越後路を目指して高峰峠まで出立された。平家
方の柳津の住人石川有光はこれを知って、栃沢の方より多数で高峰峠に押し寄せた。するとそのとき、
一天にわかにかき曇り、雷鳴は轟き雹は氷玉となって石川の軍勢の頭から叩きつけた。以仁王もまた予
期せぬ暴風雨のため前進することもならず、止むなく山本村に引き返されたが、王の一行には雹の害は
なかった。そして天候の回復するまで二日間山本村に泊まったが、この間に王は、『高峠の風吹き戻す山
本に心とどめしみちしるべして』との歌をお詠みになり戸右衛門宅に下し置かれた。このとき同時に『大
内』という村名も賜り、山本村を大内村と改称、高峰峠も氷玉峠と呼ぶようになった。 
（「会津の歴史伝説－とっておきの３３話－・小島一男著」〈発行所歴史春秋出版株式会社〉出典）〈続く〉 
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